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株式会社セルビーの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 
 

当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社セルビーの株式を取得し、子会社化す

ることについて決議いたしましたので、お知らせいたします。  

 

１．株式の取得の理由  

株式会社セルビーは、『「売る」「買う」という活動を通し、お客様が想像する以上の「価値」と「感動」を  

創造する』をミッションに、主に中古宝飾品買取・販売事業及びデジタル事業（システム開発、サイト構築）

を行っている企業です。 

現在、当社を取巻くリユース・リサイクル業界は、持続可能な社会の実現に向けた価値観の変化により

消費者のニーズが高まっている一方、サービスやチャネルの増加に加え、新規参入企業も多いことから、買

取・販売競争は激化の一途を辿っております。このため、株式会社セルビーの子会社化によって、重要商

材の１つであるジュエリーの販売、買取りを強化してまいります。また、リユース×テクノロジーによって、リユ

ースを通じた新しい価値を生みだすことに取り組みながら、他社との差別化を推進することで、経営の安定

性を高め、企業価値を向上してまいります。 

 

２．異動する子会社（株式会社セルビー）の概要  

（１）  名 称  株式会社セルビー  

（２）  所 在 地  東京都台東区上野五丁目 22 番 4 号  ＲＴビル 2 階  

（３）  代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名  代表取締役  松谷  稔哉  

（４）  事 業 内 容  
中古宝飾品買取・販売事業  

デジタル事業（システム開発、サイト構築）  

（５）  資 本 金  2,500 万円 (資本準備金含む) 

（６）  設 立 年 月 日  2001 年 2 月  

（７）  大 株 主 及 び 持 株 比 率  松谷  稔哉 100％  

（８）  
上 場 会 社 と 当 該 会 社  

と の 間 の 関 係  

資 本 関 係  該当事項はありません。 

人 的 関 係  該当事項はありません。 

取 引 関 係  該当事項はありません。 



 

（９）  当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態  

決算期  2019 年 12 月期  2020 年 12 月期  2021 年 12 月期  

 純 資 産  29 百万円  △7 百万円  △41 百万円  

 総 資 産  489 百万円  511 百万円  444 百万円  

 １ 株 当 た り 純 資 産  161,888 円  △39,550 円  △230,580 円  

 売 上 高  1,243 百万円  1,111 百万円  1,061 百万円  

 営 業 利 益  8 百万円  △32 百万円  △29 百万円  

 経 常 利 益  0.52 百万円  △36 百万円  △34 百万円  

 当 期 純 利 益  0.319 百万円  △36 百万円  △34 百万円  

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益  1,772 円  △201,439 円  △191,029 円  

 １ 株 当 た り 配 当 金  －円  －円  －円  

 

３．株式取得の相手先の概要  

（１）  氏 名  松谷  稔哉  

（２）  住 所  開示を控えさせていただきます。 

（３）  
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係  
該当事項はありません。 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況  

（１）  異 動 前 の 所 有 株 式 数  0 株（議決権所有割合：0.0％）  

（２）  取 得 株 式 数  180 株  

（３）  取 得 価 額  
相手先との守秘義務により、 

開示を控えさせていただきます。  

（４）  異 動 後 の 所 有 株 式 数  180 株（議決権所有割合：100.0％）  

 

５．日  程  

（１）  取 締 役 会 決 議 日  2022 年 8 月 17 日  

（２）  契 約 締 結 日  2022 年 8 月 17 日  

（３）  株 式 譲 渡 実 行 日  2022 年 8 月 17 日  

 

６．今後の見通し  

 本件による 2023年 3月期業績に与える影響は軽微であると考えておりますが、今後適時開示が必要と

判断した場合には、速やかに開示いたします。 

 

以  上     

 


